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３．令和４年度事業計画 

（１）目的 

・安来高等学校が教育目標に掲げる「きびしく自らを律し、目標と信念を高く持ち、美しく

豊かに生きる、時代の青年の育成」を目指し、グランドデザインに描く教育を実現する。 

・自治体、地元企業、教育機関などの地域の多様な関係者と生徒、教職員、保護者会、中の

海会（同窓会）等の安来高校関係者とが協働体制を構築し、主体的・創造的な対話を行う

ことにより、地域を学びの場とし、地域に開かれ、地域に必要とされる魅力ある安来高校

の教育環境を創造する。 

 

（２）事業計画 

令和４年度安来高等学校魅力化コンソーシアム事業計画 

（１） 地域連携部会 

目的 グランドデザインの実現に向けて、安来市、地元企業、社会教育関係機関な

どの地域の多様な関係者と連携し、生徒の資質能力の向上を目指す。 

事業名 総合的な探究の時間「地域探究Ⅰ～Ⅱ」 

 「総合的な探究の時間」では探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的

な学習を行うことを通して，自己の在り方生き方を考えながら，よりよく課

題を発見し解決していくための資質・能力を育成することを目指している。

安来高校では、1 年時には、地域の魅力や課題など現状を理解するとともに、

探究のサイクルを経験し、探究の見方・考え方を身に付けることを目的とし

ている。2 年時には、生徒が自らテーマを設定し、現状分析・実践・検証・振

り返りを実施する。なお、テーマ設定は、地域で活躍する社会人や行政等

に外部講師として協力頂き、自己の興味関心と地域の魅力や課題等に

ついても考える機会とする。  

（テーマ分野の例：農工産業、福祉、観光・文化・スポーツ・教育・

防災・環境・再生エネルギーなど）  

 

（実施計画） 

地域探究 I：安来節演芸館の課題を解決する学習を通じて探究サイクルを理

解する。（対象 1 年生） 

地域探究Ⅱ：テーマを設定し、仮説に基づいてアクションを起こし検証する。

探究学習の成果を発表し振り返る。（対象 ２年生） 

・テーマ設定 5～6 月末 

・グループ探究（調査・分析・実践・検証） 6 月～2 月 

活動の実施にあたっては、地域の実践者に助言を得ながら活動を実施。 

・中間発表 10 月 



・成果発表会・振り返り 3 月 

事業名 安来市内企業の理解促進「進路学習Ⅰ～Ⅲ」 

 高校生が卒業後の進路（高卒就職及び大学進学）を具体的に検討するうえ

で、地元企業の魅力について周知する。大学進学を希望する生徒に対して

も、企業の魅力や課題等を理解し、学問的な興味関心を高め、学部選びや大

学卒業後の市内及び県内就職につなげる。 

（実施計画） 

・市内企業見学（対象 1 年生）  主催 やすぎ暮らし推進課 

・進路学習  （対象 1~2 年生）系統別ガイダンス、講演会 等 

（２）教育接続部会 

目的 島根大学及び島根県立大学等、また市内小中学校等との主体的な対話によ

り、事業をより一体的に進め、魅力ある教育環境を作る。 

事業名 高大連携事業 

 ① 県立大学連携 高校生向け「KENDAI 未来アトリエ」の先行実施 

安来市は、安来商工会議所、安来市商工会とともに令和 4 年 3 月に公立大

学法人島根県立大学との包括連携に関する協定を締結した。本協定により、

産官学が協働で、お互いの強みを活かしながら地域の課題解決や人材育成に

取り組んでいく。令和 4 年度に、高校生のキャリア開発及び人材交流を目的

とした「KENDAI 未来アトリエ」（島根県立大学基礎教養部 入試改革・高

大連携推進室）を安来市において先行的に実施する。 

（実施計画） 

・協議及び広報開始 4 月下旬 

・オンデマンド 5 月下旬 

・ディスカッション及びワークショップ 6 月～９月 全３回（半日）  

定員 30 名（安来高校及び情報科学高校） 

 

② 島根大学 次世代たたら共創センター連携 NEXTA「理系人材育成に向

けた中高生向け体験プログラム（案）」の実施 

安来市は日立金属株式会社安来工業及びグループ企業を中核として多くの企

業が存在し、特殊鋼関連産業クラスターを形成している。また、平成 31 年内

閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」に「先端金属素材グローバル拠

点の創出」が採択され、島根県内の特殊鋼企業と島根大学が、それぞれが蓄

積した知見を相乗的に発展させて、新材料の研究開発を行い、これら研究開

発を通して若者に魅力ある就学・就業の場を作り、地方創生推進を目指して

いる。安来市在住の中高生において、理系分野における大学進学及び卒業後

の地元就職の意識醸成につなげる。 



（実施計画） 

・プログラム内容協議 4 月～6 月 

・市内中学校向けの広報、協議 7 月 

・中高生体験プログラム（安来版 NEXTA フレンズ） 8 月または 3 月 

定員 15 名程度（中高生・教員） 

事業名 小中高連携事業 

 ・市内小中学校の ICT 教育のモデル校（伯太地区）への授業見学等の実施 

・学力向上プロジェクト（数学）のモデル事業（安来三中、荒島小学校）に

関する協議会等への参加 

・安来高校「授業公開ウィーク」の実施 7 月 

・総合的な探究の時間やキャリアパスポートなどの校種を越えた情報交換の

実施 など 

（３）生徒募集部会 

目的 市内唯一の普通科高校として多様な進学希望を実現するために、４クラス規

模の維持を目指す。そのために、市内入学率の増加及び市外からの入学希望

者の増加を目指す。 

事業名 情報発信の充実 

 ・生徒募集に向けた地元中学生向けの情報発信（全戸配布チラシ） 

・中学校への個別訪問など 

事業名 下宿環境の整備 

 ・安来市と連携しながら、下宿生の生活環境向上に取り組み、バレー、フェ

ンシング部等への入部を目的とした入学希望者に対し情報を発信（令和 4

年度より新規） 

・市内の下宿環境確保について中長期的な計画の検討 

事業評価 ・市内全戸配布広報 年 10 回、SNS での日常的な情報発信 年 30 回 

・アンケートまたはヒアリング 

（４）事業評価 

【魅力化評価システム】（毎年 7 月実施） 

・各項目の伸び 

「将来の国や地域の担い手として、積極的に政策決定に関わりたい R3 49.8％」 

「将来、自分のいま住んでいる地域で働きたいと思う R3 60.5％」 

「いま住んでいる地域の行事に参加した R3  36.5%」 

「地域社会などでボランティア活動に参加した R3  30.6%」 など 

【ルーブリック評価】 

・「発信力」「課題発見解決力」「当事者意識」「自己理解」「協働する力」の伸び 

【市内入学率の伸び】 



※安来市内入学者割合（参考） 

H13  37％（市内入学者 194 名／市内中卒者 531 名） 

H18  32％（市内入学者 133 名／市内中卒者 414 名） 

H23  37％（市内入学者 133 名／市内中卒者 404 名） 

H28  36％（市内入学者 114 名／市内中卒者 373 名） 

R3  35％（市内入学者 126 名／市内中卒者 362 名） 

 

（４）実施スケジュール 

テーマ 事業名 ４～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 

地域連

携部会 

探究学習    通年 

地元企業理解   企業見学 

１１月 

 

 

教育接

続部会 

高大連携 

（島根県立大学） 

  

   ６月 

 

～９月 

  

（島根大学）  夏休み時期  春休み時期 

中高連携    通年 

生徒募

集部会 

情報発信の充実    通年 

下宿環境の整備     

 

４．主な意見 

 

・商工団体としての課題：日立金属の資本提携、労働力不足、後継者不足、地元の人材を地

元で育てる必要性。 

・小中学校から見て、安来高校は安来にとって大事な学校であり、また近くて遠い学校でも

ある。 

・学校やコンソーシアムの取り組みをどのように知ってもらい広めていくか。学校だより、

同窓会報、SNS、小中高の間での交流等を活用して。 

・「総合的な探究の学習」や「ICT を活用した学び」について、小中学校の先にあるものを

高校に見せてほしい。 

・県の学力向上プロジェクト（算数・数学）の指定校に安来三中と荒島小、安来高校にも協

力してほしい。 

・生徒目線での魅力が大事。魅力ある学校は、いいところだけではなく、大人がもつ悩みや

苦しみなどを見せることが大切ではないか。かっこいい大人だけでなく、苦しんでいる、

もがいていることも等身大で伝えるのがいい。そこをちゃんと発信できるのが魅力ある

学校だと思う。 

 


